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『
百ひ

ゃ
く
ぶ
ん聞
は
一い

っ
け
ん見
に
如し

か
ず
！
』
特
派
員
も
見
学
の
翌
日
か
ら
「
ご
み
」
に

関
す
る
意
識
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」
と
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
！

日
本
一
の
里
山
に
囲
ま
れ
て

　

国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
一
庫
ダ

ム
の
北
部
、
ち
ょ
う
ど
猪
名
川
町
・
能

勢
町
・
川
西
市
の
境
界
線
が
交
わ
る
あ

た
り
に
あ
り
ま
す
。
周
囲
は
か
つ
て
炭

焼
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
今
も
豊
か
な

里
山
林
が
残
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
一
の

里
山
」
と
称
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
交
通
手
段
は
車
に

限
ら
れ
ま
す
が
、
道
中
広
が
る
緑
の
風

景
は
目
に
も
鮮
や
か
で
、
気
持
ち
の
よ

い
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
ま
す
よ
。

環
境
楽
習
館
「
ゆ
め
ほ
た
る
」

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
環
境
問
題
を
広

く
一
般
に
啓
発
す
る
目
的
で
つ
く
ら
れ

た
「
環
境
楽
習
館
ゆ
め
ほ
た
る
」
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
、
自
然

や
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
し
い
セ
ミ

ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
同
セ

ン
タ
ー
の
ご
み
処

理
の
工
程
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
我
々

も
ゆ
め
ほ
た
る
の

大
西
副
所
長
（
以

下
敬
称
略
）
に
引

率
い
た
だ
き
、
ご

み
処
理
の
様
々
な

工
程
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

意
外
と
困
る
！
分
別
あ
れ
こ
れ

　

１
市
３
町
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
ご
み

は
大
き
く
分
け
て
「
可
燃
ご
み
」「
資

源
ご
み
」「
粗
大
・
不
燃
ご
み
」
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
（
以
下
、プ
ラ
ご
み
）」「
か

ん
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
資
源
ご
み
は
、

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
ら
れ
て
、
作

業
員
さ
ん
た
ち
が
不
適
物
を
取
り
除
い

て
い
き
ま
す
。
自
分
た
ち
の
出
し
た
ご

み
が
、
人
の
手
と
目
で
丁
寧
に
分
別
さ

れ
て
い
る
様
子
は
、
い
さ
さ
か
衝
撃
的

な
光
景
で
す
。

特
派
員　

と
り
除
か
れ
た
不
適
物
の
コ

ン
テ
ナ
を
の
ぞ
く
と
、
中
身
の
残
っ
た

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
容
器
、
ソ
ー
ス
や
食
べ

残
し
で
汚
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど

が
、も
う
本
当
に
た
く
さ
ん
。
こ
れ
は
、

大
変
な
作
業
で
す
ね
。

大
西　
「
汚
れ
て
い
る
も
の
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
ご
覧
の
よ
う
に
汚

れ
た
プ
ラ
ご
み
は
分
別
の
手
間
が
か
か

る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
き
れ
い
な
ご

み
に
汚
れ
を
移
し
て
し
ま
い
ま
す
。「
プ

ラ
」
の
識
別
マ
ー
ク
が
つ
い
た
ご
み
で

も
、
汚
れ
て
い
る
も
の
は
可
燃
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
分
別
は
一
人
ひ
と

り
に
、
き
ち
ん
と
気
を
つ
け
て
も
ら
う

事
が
大
切
な
ん
で
す
よ
。」

特
派
員　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
に

大
切
な
注
意
点
で
す
ね
。
可
燃
ご
み
に

出
す
「
汚
れ
」
の
目
安
な
ど
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

大
西　
「
残
り
水
な
ど
で
サ
ッ
と
水
洗

い
し
て
汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
は
、
迷

わ
ず
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

汚
れ
を
落
と
す
の
に
大
量
の
水
や
洗
剤

を
使
っ
て
ま
で
洗
う
と
、
そ
の
水
が

も
っ
た
い
な
い
で
す
し
、
汚
れ
た
水
を

流
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、

こ
う
い
う
場
合
は
、
可
燃
ご
み
に
出
し

て
も
ら
っ
て
大
丈
夫
で
す
よ
。」

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
資
源
と
し
て

特
派
員　

と
こ
ろ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご

み
は
ど
ん
な
も
の
に
再
利
用
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
？ 

大
西　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
、
プ

ラ
）
類
は
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
プ
ラ
製

品
、
鉄
鋼
炉
で
鉄
を
つ
く
る
還
元
剤
な

ど
の
原
料
と
な
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

卵
パ
ッ
ク
や
服
の
生
地
な
ど
に
な
り
ま

す
。
缶
や
び
ん
、
紙
・
布
類
な
ど
は
分

別
さ
れ
た
あ
と
、
専
門
の
処
理
業
者
に

よ
っ
て
搬
出
さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
炉
の
熱
は
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
に
よ
っ
て
施
設
全
体
へ
電
力
を

供
給
し
、
余
剰
分
は
電
力
会
社
へ
売
却

し
て
い
ま
す
。
施
設
の
床
を
洗
浄
す
る

水
も
、
地
下
に
貯
留
し
た
雨
水
を
使
っ

て
い
る
の
で
す
よ
。」

特
派
員　

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
資
源
と
し

て
有
効
利
用
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
最
後
に
、
ご
み
を
減
ら
す
た

め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
西　
「
可
燃
ご
み
っ
て
、
生
ご
み
と

そ
の
他
に
分
け
る
と
、
意
外
に
多
い
の

が
紙
類
な
ん
で
す
よ
。
新
聞
・
チ
ラ
シ
・

紙
パ
ッ
ク
な
ど
を
資
源
ご
み
に
分
別
す

る
だ
け
で
、
随
分
違
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
生
ご
み
の
水
切
り
も
し
っ
か

り
し
て
く
だ
さ
い
ね
。」

国崎クリーンセンターへ

行ってきました！
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( ゆめほたる）

▶開館時間　午前 9 時～午後 5 時
▶休館日　月曜日、年末年始
▶入館料　無料　　▶駐車場　無料
▶係員による施設見学　① 10：30　②
13：30　③15：00、所要時間　約60分（ビ
デオ上映 15 分、見学コース 30 分、展示
室 15 分）※ 15 人以上は団体予約要（詳
しくはホームページ参照）
▶問合せ　ゆめほたる（☎ 735 － 7282）

～環境楽習館「ゆめほたる」ご案内～

巨大な
ピットに集め

られたごみは、コ
ンピューター制御の
クレーンで、焼却炉
へと運ばれていくん
だ！すっごい迫力で、
見学に来る小学生
たちに大人気な

んだ♪

▲人の手で選別

　国崎クリーンセンターの焼却炉は、
850 ～ 1000 度の高温で 24 時間連続
燃焼するから、有害ガスの発生を抑えることができる
んだよ。さらに、焼却の後にできた灰は、溶融炉に移し、
1300 ～ 1400 度の熱で灰を溶かすことによって減容・
無害化しているんだ。だから、汚れたプラごみも、可
燃ごみとして安全に処理できるんだよ！
　また、焼却処分となったプラごみは、石油製品だか
ら発生する熱エネルギー量が高いから、発生する熱エ
ネルギーを回収して発電に有効活用してるんだ！

知ってる？

▲
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
く
に
っ
ぺ
」

巨大なピットに、パッ
カー車からごみを投入

24 時間、焼却施設をコンピュー
タ管理している中央制御室

　今回の特派員報告は、猪名川町・川西市・豊能町・能
勢町の一般家庭から出るごみの処理・リサイクルを一手
に担う国崎クリーンセンターを見学してきました。

　日本固有種のヒ
メボタルやエドヒ
ガン ( 桜 ) の保護
など、周囲の里山
林整備にも取り組
んでいるんですよ。

◀
大
西
副
所
長

◆
ご
み
の
分
別
に
関
す
る
問
合
せ

　
　
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
７
６
８・
０
８
１
８
）

◀
プ
ラ
の
識

別
マ
ー
ク

◀
中
身
の
残
っ
た

容
器

山本 のゆり田野 香織
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▶ 6 月 1 ～ 7 日の水道週間に、
水道の大切さを PR するイベント
を開催しました。6 日にはいなぼ
うも来場者をお出迎え。子ども達
はいなぼうを見つけると、抱きつ
いたりして大喜びしていました。

ほたる、み～つけた！！

▲▶町立の 3 中学校がトライやる・ウィー
クを実施し、町内の事業所で仕事などを体験しました。
　体験した中学生は、「大変だけど楽しい！」と初めて学ぶこと
に、目をキラキラさせていました。

▲▶ 6 月 7 日、ふるさと
館でほたるの夕べが開催さ
れました。
　当日は、昼までの雨が
嘘のように快晴となり、約
900人が会場を訪れました。
　ほたるの学習会では、ほ
たるの生態を詳しく勉強し
ました。参加した小学 1 ～
6 年生の子どもの中から 4
人のほたる博士が誕生し、ほたるが住める環境を守っていくこと
を宣言しました。
　コンサートでは、観客が音に合わせて手拍子をし、会場が一体
となり盛りあがりました。

いなぼうも、水の大切さを紹介！

▲ 6 月 8 日、イナホールで「2014 健康福
祉まつり」が開催されました。
　当日は約 1,100 人の参加があり、大ホー
ルでは高齢者向けの介護予防体操・詐欺被
害防止のための寸劇や土鍋で炊いたごはん
の試食などを楽しみました。
　また、歯科検診なども行われ、子ども達
は正しい歯の磨き方を教えてもらって
いました。

◀
六
瀬
中
学
校

中学 2 年生、色々な仕事を初体験！

猪名川中学校

◀▼中谷中学校

育児をしながら太極拳！

▲ 5月 29 日、六瀬住民センターで「親子
で一緒に太極拳」を行いました。
　子どもと一緒に太極拳を楽しんだ参加者
は、「子どもと一緒に楽しめるイベントは
嬉しい」と笑顔で話しました。

老若男女、健康チェック！！

▲▶ 6 月 15 日、白金小学校区まち
づくり協議会主催の「お米づくり教
室【田植え体験】」が、南田原の田
んぼで開催されました。
　初体験の子ども達もどろんこで田
植えを楽しむとともに、食の大切さ
を考える機会となりました。

秋の収穫が楽しみ♪ おいしいお米にな～れ！


